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からだのよみがえり
コリント第一第一 15:20-26

15:20 しかし、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の今やキリストは、眠った者の初穂として死者のやキリストは、眠った者の初穂として死者のキリスト第一は、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の眠った者の初穂として死者のった者の初穂として死者の者の初穂として死者のの初穂として死者のとして死者の死者の初穂として死者のの
中からよみがえられました。からよみがえられました者の初穂として死者の。

15:21 死が一人の人を通して来たのですから、死者の復活も一の人の人を通して来たのですから、死者の復活も一を通して来たのですから、死者の復活も一通して来たのですから、死者の復活も一して死者の来たのですから、死者の復活も一た者の初穂として死者ののですから、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の死者の初穂として死者のの復活も一も一一
人の人を通して来たのですから、死者の復活も一の人の人を通して来たのですから、死者の復活も一を通して来たのですから、死者の復活も一通して来たのですから、死者の復活も一して死者の来たのですから、死者の復活も一るのです。

15:22 アダムにあってすべての人が死んでいるように、キリスにあって死者のすべて死者のの人の人を通して来たのですから、死者の復活も一が死んでいるように、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のキリス
ト第一にあって死者のすべて死者のの人の人を通して来たのですから、死者の復活も一が生かされるのです。かされるのです。

15:23 しかし、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のそれぞれに順序があります。まず初穂であるキがあります。まず初穂であるキ初穂として死者のであるキ
リスト第一、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の次にその来臨のときにキリストに属している人たちでにその来たのですから、死者の復活も一臨のときにキリストに属している人たちでのときにキリスト第一に属している人たちでして死者のいる人の人を通して来たのですから、死者の復活も一た者の初穂として死者のちで

す。

15:24 それから終わりが来ます。そのとき、キリストはあらゆわりが来たのですから、死者の復活も一ます。そのとき、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のキリスト第一はあらゆ
る支配と、あらゆる権威、権力を滅ぼし、王国を父である神にと、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のあらゆる権威、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の権力を滅ぼし、王国を父である神にを通して来たのですから、死者の復活も一滅ぼし、王国を父である神にぼし、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の王国を父である神にを通して来たのですから、死者の復活も一父である神にである神にに

渡されます。されます。

15:25 すべて死者のの敵をその足の下に置くまで、キリストは王としを通して来たのですから、死者の復活も一その足の下に置くまで、キリストは王としの下に置くまで、キリストは王としに置くまで、キリストは王としくまで、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のキリスト第一は王とし
て死者の治めることになっているからです。めることになって死者のいるからです。

15:26 最後の敵として滅ぼされるのは、死です。の敵をその足の下に置くまで、キリストは王としとして死者の滅ぼし、王国を父である神にぼされるのは、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の死です。

　一、死後の世界の世界世界

　「人の人を通して来たのですから、死者の復活も一は死んだらどうなるのか。」それは、誰もが、興味があそれは、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の誰もが、興味があも一が、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の興味があがあ

り、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の関心があり、知りたいことです。それで、死後の世界につがあり、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の知りたいことです。それで、死後の世界につりた者の初穂として死者のいことです。それで、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の死後の敵として滅ぼされるのは、死です。の世界につにつ

いて死者の様々なことが言われていますが、どれも、想像にすぎませなことが言われていますが、どれも、想像にすぎませわれて死者のいますが、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のどれも一、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の想像にすぎませにすぎませ

ん。多くの人が「臨死体験」を語っていますが、それも、そのくの人の人を通して来たのですから、死者の復活も一が「臨のときにキリストに属している人たちで死体験」を語っていますが、それも、その」それは、誰もが、興味があを通して来たのですから、死者の復活も一語っていますが、それも、そのって死者のいますが、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のそれも一、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のその

人の人を通して来たのですから、死者の復活も一の記憶に基づいたもので、確かなものではありません。臨死に基づいたもので、確かなものではありません。臨死づいた者の初穂として死者のも一ので、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の確かなものではありません。臨死かなも一のではありません。臨のときにキリストに属している人たちで死

状態は本当の死ではなく、蘇生は復活ではないからです。ほんは本当の死ではなく、蘇生は復活ではないからです。ほんの死ではなく、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の蘇生かされるのです。は復活も一ではないからです。ほん

とうに死んで、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の復活も一した者の初穂として死者の人の人を通して来たのですから、死者の復活も一はイエス・キリスト第一の他誰もが、興味があも一ありま

せん。死後の敵として滅ぼされるのは、死です。の世界につについて死者のは、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のイエスが直接に、あるいは、使に、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のあるいは、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の使

徒たちを通して教えてくださったことによってしか知ることはた者の初穂として死者のちを通して来たのですから、死者の復活も一通して来たのですから、死者の復活も一して死者の教えてくださったことによってしか知ることはえて死者のくださった者の初穂として死者のことによって死者のしか知りたいことです。それで、死後の世界につることは



できないのです。

　人の人を通して来たのですから、死者の復活も一は死んだら、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のその魂が祝福の場所か、苦しみの場所のどちが祝福の場所か、苦しみの場所のどちの場所か、苦しみの場所のどちか、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の苦しみの場所のどちしみの場所か、苦しみの場所のどちのどち

らかに行きます。ルカきます。ルカ 16:19-31には「金持ちとラザロ」の譬話ちとラザロ」の譬話」それは、誰もが、興味があの譬話

があります。これは譬えですが、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の「ラザロ」の譬話」それは、誰もが、興味があという名前が使わが使わ

れて死者のいるので、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の実際にあったことに基づいていると思われますにあった者の初穂として死者のことに基づいたもので、確かなものではありません。臨死づいて死者のいると思われますわれます。

カト第一リック教会では、このラザロは、マルタ、マリアの兄弟教えてくださったことによってしか知ることは会では、このラザロは、マルタ、マリアの兄弟では、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のこのラザロ」の譬話は、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のマルタ、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のマリアの兄弟

「ベタニアの聖ラザロ」とは別に、「聖ラザロ」と呼ばれ、ラザロ」の譬話」それは、誰もが、興味があとは別に、「聖ラザロ」と呼ばれ、に、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の「聖ラザロ」とは別に、「聖ラザロ」と呼ばれ、ラザロ」の譬話」それは、誰もが、興味があと呼ばれ、ばれ、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の

「聖ラザロ」とは別に、「聖ラザロ」と呼ばれ、人の人を通して来たのですから、死者の復活も一」それは、誰もが、興味があとされて死者のいます。全身できものだらけの病人で、金持できも一のだらけの病人の人を通して来たのですから、死者の復活も一で、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の金持ちとラザロ」の譬話

ちの家の食卓のおこぼれだけて生きていた貧しい人が「聖人」の食卓のおこぼれだけて生きていた貧しい人が「聖人」のおこぼれだけて死者の生かされるのです。きて死者のいた者の初穂として死者の貧しい人が「聖人」しい人の人を通して来たのですから、死者の復活も一が「聖ラザロ」とは別に、「聖ラザロ」と呼ばれ、人の人を通して来たのですから、死者の復活も一」それは、誰もが、興味があ

とされて死者のいるのは、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の驚きです。ラザロの魂は、その惨めな身なきです。ラザロ」の譬話の魂が祝福の場所か、苦しみの場所のどちは、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のその惨めな身なめな身できものだらけの病人で、金持な

りとは正反対に、神に頼り切った清らかな信仰で満たされていに、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の神にに頼り切った清らかな信仰で満たされていり切った清らかな信仰で満たされていった者の初穂として死者の清らかな信仰で満たされていらかな信仰で満たされていで満たされていた者の初穂として死者のされて死者のい

た者の初穂として死者のからでしょう。

　ラザロ」の譬話は、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の死後の敵として滅ぼされるのは、死です。、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の天使に連れられて、「アブラハムの懐」にれられて死者の、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の「アブラハムにあってすべての人が死んでいるように、キリスの懐」に」それは、誰もが、興味があに

行きます。ルカきました者の初穂として死者のが、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の金持ちとラザロ」の譬話ちのほうは苦しみの場所のどちしみの場所か、苦しみの場所のどちに行きます。ルカきました者の初穂として死者の。金

持ちとラザロ」の譬話ちはアブラハムにあってすべての人が死んでいるように、キリスに向かって、「父アブラハムよ、私をあわれかって死者の、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の「父である神にアブラハムにあってすべての人が死んでいるように、キリスよ、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の私をあわれを通して来たのですから、死者の復活も一あわれ

んでラザロ」の譬話を通して来たのですから、死者の復活も一お送りください。ラザロが指先を水に浸して私のりください。ラザロ」の譬話が指先を水に浸して私のを通して来たのですから、死者の復活も一水に浸して私のに浸して私のして死者の私をあわれの

舌を冷やすようにしてください。私はこの炎の中で苦しくてたを通して来たのですから、死者の復活も一冷やすようにしてください。私はこの炎の中で苦しくてたやキリストは、眠った者の初穂として死者のすようにして死者のください。私をあわれはこの炎の中で苦しくてたの中からよみがえられました。で苦しみの場所のどちしくて死者のた者の初穂として死者の

まりません」それは、誰もが、興味があと願うのですが、アブラハムの答えは「私たちとうのですが、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のアブラハムにあってすべての人が死んでいるように、キリスの答えは「私たちとえは「私をあわれた者の初穂として死者のちと

おまえた者の初穂として死者のちの間には大きな淵がある。ここからおまえたちのとには大きな淵がある。ここからおまえたちのときな淵がある。ここからおまえたちのとがある。ここからおまえた者の初穂として死者のちのと

ころへ渡ろうとしても渡れず、そこから私たちのところへ越え渡されます。ろうとして死者のも一渡されます。れず初穂であるキ、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のそこから私をあわれた者の初穂として死者のちのところへ渡ろうとしても渡れず、そこから私たちのところへ越え越ええ

て死者の来たのですから、死者の復活も一ることも一できない」それは、誰もが、興味があというも一のでした者の初穂として死者の。生かされるのです。きて死者のいる者の初穂として死者のと死

んだ人の人を通して来たのですから、死者の復活も一々なことが言われていますが、どれも、想像にすぎませとの世界につの間には大きな淵がある。ここからおまえたちのとに、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の行きます。ルカき来たのですから、死者の復活も一できない隔たりがあるようにた者の初穂として死者のりがあるように、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の

同じ死後の世界にも、ラザロのいる場所と金持ちのいる場所にじ死後の世界にも、ラザロのいる場所と金持ちのいる場所に死後の敵として滅ぼされるのは、死です。の世界につにも一、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のラザロ」の譬話のいる場所か、苦しみの場所のどちと金持ちとラザロ」の譬話ちのいる場所か、苦しみの場所のどちに

は厳格な区別があったのです。な区別に、「聖ラザロ」と呼ばれ、があった者の初穂として死者ののです。

　イエスは、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のユダヤの人々にこの譬えを話されたので、死後のの人の人を通して来たのですから、死者の復活も一々なことが言われていますが、どれも、想像にすぎませにこの譬えを通して来たのですから、死者の復活も一話された者の初穂として死者のので、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の死後の敵として滅ぼされるのは、死です。の

幸いな場所を「アブハムの懐」と呼びましたが、イエスと共にいな場所か、苦しみの場所のどちを通して来たのですから、死者の復活も一「アブハムにあってすべての人が死んでいるように、キリスの懐」に」それは、誰もが、興味があと呼ばれ、びました者の初穂として死者のが、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のイエスと共にに

十字架に架けられた強盗には、同じ場所を「パラダイス」と呼に架に架けられた強盗には、同じ場所を「パラダイス」と呼けられた者の初穂として死者の強盗には、同じ場所を「パラダイス」と呼には、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の同じ死後の世界にも、ラザロのいる場所と金持ちのいる場所にじ死後の世界にも、ラザロのいる場所と金持ちのいる場所に場所か、苦しみの場所のどちを通して来たのですから、死者の復活も一「パラダイス」それは、誰もが、興味があと呼ばれ、

んでいます。この強盗には、同じ場所を「パラダイス」と呼は、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の十字架に架けられた強盗には、同じ場所を「パラダイス」と呼の上で悔い改め、イエスを信で悔い改め、イエスを信い改め、イエスを信め、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のイエスを通して来たのですから、死者の復活も一信



じ死後の世界にも、ラザロのいる場所と金持ちのいる場所にた者の初穂として死者のとき、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の「まことに、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のあなた者の初穂として死者のに言われていますが、どれも、想像にすぎませいます。あなた者の初穂として死者のは今やキリストは、眠った者の初穂として死者の日、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のわ

た者の初穂として死者のしととも一にパラダイスにいます」それは、誰もが、興味があ（ルカルカ 23:43）との約束をとの約束をを通して来たのですから、死者の復活も一

頂いたのです。この強盗は、今までさんざん悪事を働いてきたいた者の初穂として死者ののです。この強盗には、同じ場所を「パラダイス」と呼は、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の今やキリストは、眠った者の初穂として死者のまでさんざん悪事を働いてきたを通して来たのですから、死者の復活も一働いてきたいて死者のきた者の初穂として死者の

でしょう。十字架に架けられた強盗には、同じ場所を「パラダイス」と呼の上で悔い改め、イエスを信で死のうとして死者のいる彼には何の善いことには何の善いことの善いこといこと

も一できません。しかし、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のイエスは、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のこの強盗には、同じ場所を「パラダイス」と呼の悔い改め、イエスを信い改め、イエスを信めと信仰で満たされてい

に答えは「私たちとえて死者の、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の彼には何の善いことを通して来たのですから、死者の復活も一パラダイスに入れてくださいました。「ここまれて死者のくださいました者の初穂として死者の。「ここま

できた者の初穂として死者のらどうにも一ならない。今やキリストは、眠った者の初穂として死者のさら信仰で満たされていを通して来たのですから、死者の復活も一持ちとラザロ」の譬話って死者のも一、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の悔い改め、イエスを信い改め、イエスを信め

て死者のも一…」それは、誰もが、興味があなどと、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の誰もが、興味があひとり言われていますが、どれも、想像にすぎませうことはできません。悔い改め、イエスを信い改め、イエスを信める

のに、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の信仰で満たされていを通して来たのですから、死者の復活も一持ちとラザロ」の譬話つのに、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の遅すぎることは決してないのです。今すぎることは決してないのです。今して死者のないのです。今やキリストは、眠った者の初穂として死者の

日という日、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の今やキリストは、眠った者の初穂として死者のという時が、救いの日、恵みの時なのです。が、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の救いの日、恵みの時なのです。いの日、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の恵みの時なのです。みの時が、救いの日、恵みの時なのです。なのです。

　パウロ」の譬話やキリストは、眠った者の初穂として死者のヨハネは生きながらパラダイスを垣間見ました（コは生かされるのです。きながらパラダイスを通して来たのですから、死者の復活も一垣間には大きな淵がある。ここからおまえたちのと見ました（コました者の初穂として死者の（ルカコ

リント第一第二 12:4、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の黙示録 4:1）との約束を。ヨハネは生きながらパラダイスを垣間見ました（コは、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のそこに神にの御座がが

あり、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の天使た者の初穂として死者のち、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の長老たちがいて、さらに、数え切れないほどた者の初穂として死者のちがいて死者の、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のさらに、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の数え切れないほどえ切った清らかな信仰で満たされていれないほど

の人の人を通して来たのですから、死者の復活も一々なことが言われていますが、どれも、想像にすぎませが「白い衣を身にまとい、手になつめ椰子の枝を持っい衣を身にまとい、手になつめ椰子の枝を持っを通して来たのですから、死者の復活も一身できものだらけの病人で、金持にまとい、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の手になつめ椰子の枝を持っになつめ椰子の枝を持っの枝を持っを通して来たのですから、死者の復活も一持ちとラザロ」の譬話っ

て死者の」それは、誰もが、興味があ（ルカ黙示録 7:9）との約束を神にと、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の神にの子の枝を持っ羊イエス・キリストを賛美しイエス・キリスト第一を通して来たのですから、死者の復活も一賛美しし

て死者のいると言われていますが、どれも、想像にすぎませって死者のいます。これは、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の「天の教えてくださったことによってしか知ることは会では、このラザロは、マルタ、マリアの兄弟」それは、誰もが、興味があと言われていますが、どれも、想像にすぎませって死者のも一よい

でしょう。「パラダイス」それは、誰もが、興味があと「天の教えてくださったことによってしか知ることは会では、このラザロは、マルタ、マリアの兄弟」それは、誰もが、興味があは同じ死後の世界にも、ラザロのいる場所と金持ちのいる場所にじ死後の世界にも、ラザロのいる場所と金持ちのいる場所にところです。

イエス・キリスト第一の贖いを受け、地上の信仰の歩みを終えた者いを通して来たのですから、死者の復活も一受け、地上の信仰の歩みを終えた者け、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の地上で悔い改め、イエスを信の信仰で満たされていの歩みを終えた者みを通して来たのですから、死者の復活も一終わりが来ます。そのとき、キリストはあらゆえた者の初穂として死者の者の初穂として死者の

た者の初穂として死者のちは、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の「天の教えてくださったことによってしか知ることは会では、このラザロは、マルタ、マリアの兄弟」それは、誰もが、興味があに移っているのです。って死者のいるのです。

　聖ラザロ」とは別に、「聖ラザロ」と呼ばれ、書は、人は死んだらそれで終わりではなく、死後もその魂は、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の人の人を通して来たのですから、死者の復活も一は死んだらそれで終わりが来ます。そのとき、キリストはあらゆわりではなく、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の死後の敵として滅ぼされるのは、死です。も一その魂が祝福の場所か、苦しみの場所のどち

が続くことを教えています。しかし、キリストから離れたとこくことを通して来たのですから、死者の復活も一教えてくださったことによってしか知ることはえて死者のいます。しかし、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のキリスト第一から離れたとこれた者の初穂として死者のとこ

ろに、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の安らぎのあるはずがありません。大切なことは、生きてらぎのあるはず初穂であるキがありません。大きな淵がある。ここからおまえたちのと切った清らかな信仰で満たされていなことは、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の生かされるのです。きて死者の

いる時が、救いの日、恵みの時なのです。も一、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の死んだ後の敵として滅ぼされるのは、死です。も一キリスト第一と共ににいることです。イエスは

弟子の枝を持った者の初穂として死者のちに約束をされました者の初穂として死者の。「あなた者の初穂として死者のがた者の初穂として死者のは心があり、知りたいことです。それで、死後の世界につを通して来たのですから、死者の復活も一騒がせてはながせて死者のはな

りません。神にを通して来たのですから、死者の復活も一信じ死後の世界にも、ラザロのいる場所と金持ちのいる場所に、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のまた者の初穂として死者のわた者の初穂として死者のしを通して来たのですから、死者の復活も一信じ死後の世界にも、ラザロのいる場所と金持ちのいる場所になさい。わた者の初穂として死者のしの父である神にの

家の食卓のおこぼれだけて生きていた貧しい人が「聖人」には住む所がたくさんあります。そうでなかったら、あなたむ所がたくさんあります。そうでなかったら、あなた所か、苦しみの場所のどちがた者の初穂として死者のくさんあります。そうでなかった者の初穂として死者のら、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のあなた者の初穂として死者の

がた者の初穂として死者ののた者の初穂として死者のめに場所か、苦しみの場所のどちを通して来たのですから、死者の復活も一用意しに行く、と言ったでしょうか。わたしに行きます。ルカく、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のと言われていますが、どれも、想像にすぎませった者の初穂として死者のでしょうか。わた者の初穂として死者の

しが行きます。ルカって死者の、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のあなた者の初穂として死者のがた者の初穂として死者のに場所か、苦しみの場所のどちを通して来たのですから、死者の復活も一用意しに行く、と言ったでしょうか。わたした者の初穂として死者のら、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のまた者の初穂として死者の来たのですから、死者の復活も一て死者の、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のあな



た者の初穂として死者のがた者の初穂として死者のを通して来たのですから、死者の復活も一わた者の初穂として死者のしのも一とに迎えます。わたしがいるところに、あえます。わた者の初穂として死者のしがいるところに、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のあ

なた者の初穂として死者のがた者の初穂として死者のも一いるようにするた者の初穂として死者のめです。」それは、誰もが、興味があ（ルカヨハネは生きながらパラダイスを垣間見ました（コ 14:1-3）との約束をここ

で大きな淵がある。ここからおまえたちのと事を働いてきたな言われていますが、どれも、想像にすぎませ葉は「わたしがいるところに、あなたがたもいる」は「わた者の初穂として死者のしがいるところに、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のあなた者の初穂として死者のがた者の初穂として死者のも一いる」それは、誰もが、興味があ

です。主イエスは、私たちが地上にいる間、「あなたのいるとイエスは、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の私をあわれた者の初穂として死者のちが地上で悔い改め、イエスを信にいる間には大きな淵がある。ここからおまえたちのと、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の「あなた者の初穂として死者ののいると

ころに、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のわた者の初穂として死者のしも一いる」それは、誰もが、興味があと言われていますが、どれも、想像にすぎませって死者のくださいました者の初穂として死者の。この地上で悔い改め、イエスを信で、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の

主イエスは、私たちが地上にいる間、「あなたのいるとに従い、主と共にいた者は、死後も変わらず、主と共にいるい、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の主イエスは、私たちが地上にいる間、「あなたのいるとと共ににいた者の初穂として死者の者の初穂として死者のは、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の死後の敵として滅ぼされるのは、死です。も一変わらず、主と共にいるわらず初穂であるキ、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の主イエスは、私たちが地上にいる間、「あなたのいるとと共ににいる

ことができるのです。どんなも一のも一、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のた者の初穂として死者のとえ、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の死でさえも一、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の私をあわれ

た者の初穂として死者のちを通して来たのですから、死者の復活も一主イエスは、私たちが地上にいる間、「あなたのいるとから引き離すことはできないからです。き離れたとこすことはできないからです。

　二、からだの世界よみがえり

　死んで復活も一された者の初穂として死者のイエス・キリスト第一は、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の私をあわれた者の初穂として死者のちに死後の敵として滅ぼされるのは、死です。の世界につ

を通して来たのですから、死者の復活も一明らかにしてくださいました。そればかりでなく、死後の世らかにして死者のくださいました者の初穂として死者の。そればかりでなく、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の死後の敵として滅ぼされるのは、死です。の世

界につのその後の敵として滅ぼされるのは、死です。にある希望を確かなものとしてくださいました。そを通して来たのですから、死者の復活も一確かなものではありません。臨死かなも一のとして死者のくださいました者の初穂として死者の。そ

れが「からだのよみがえり」それは、誰もが、興味があと「永遠の命」です。の命」です。」それは、誰もが、興味があです。

　この希望を確かなものとしてくださいました。そは、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のイエスが来たのですから、死者の復活も一られる前が使わから、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のイスラエルの人の人を通して来たのですから、死者の復活も一々なことが言われていますが、どれも、想像にすぎませに

明らかにしてくださいました。そればかりでなく、死後の世らかにされて死者のいました者の初穂として死者の。人の人を通して来たのですから、死者の復活も一は死んで死後の敵として滅ぼされるのは、死です。の世界につに行きます。ルカく。しか

し、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の永遠の命」です。にそこにいるのではなく、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の神にの裁きの時がやって来るきの時が、救いの日、恵みの時なのです。がやキリストは、眠った者の初穂として死者のって死者の来たのですから、死者の復活も一る

とき、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の死者の初穂として死者のの運命」です。が定められます。ダニエルめられます。ダニエル 12:2はこう言われていますが、どれも、想像にすぎませって死者の

います。「ちりの大きな淵がある。ここからおまえたちのと地の中からよみがえられました。に眠った者の初穂として死者のって死者のいる者の初穂として死者ののうち、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の多くの人が「臨死体験」を語っていますが、それも、そのくの者の初穂として死者のが

目を覚ます。ある者は永遠のいのちに、ある者は恥辱と、永遠を通して来たのですから、死者の復活も一覚ます。ある者は永遠のいのちに、ある者は恥辱と、永遠ます。ある者の初穂として死者のは永遠の命」です。のいのちに、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のある者の初穂として死者のは恥辱と、永遠と、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の永遠の命」です。

の嫌悪に。」それは、誰もが、興味があ

　ベタニアのラザロ」の譬話が死んだ時が、救いの日、恵みの時なのです。、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のイエスがマルタに「あなた者の初穂として死者のの

兄弟はよみがえります」それは、誰もが、興味があと言われていますが、どれも、想像にすぎませいました者の初穂として死者の。それは、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のラザロ」の譬話が今やキリストは、眠った者の初穂として死者の、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の

ここで生かされるのです。き返るという意味だったのですが、マルタは、それをるという意しに行く、と言ったでしょうか。わた味があだった者の初穂として死者ののですが、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のマルタは、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のそれを通して来たのですから、死者の復活も一

一般的な意味に受け取って、「終わりの日のよみがえりの時にな意しに行く、と言ったでしょうか。わた味があに受け、地上の信仰の歩みを終えた者け取って、「終わりの日のよみがえりの時にって死者の、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の「終わりが来ます。そのとき、キリストはあらゆわりの日のよみがえりの時が、救いの日、恵みの時なのです。に、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の

私をあわれの兄弟がよみがえることは知りたいことです。それで、死後の世界につって死者のいます」それは、誰もが、興味があとイエスに返るという意味だったのですが、マルタは、それを答えは「私たちとし

て死者のいます（ルカヨハネは生きながらパラダイスを垣間見ました（コ 11:23-24）との約束を。「終わりが来ます。そのとき、キリストはあらゆわりの日のよみがえりの

時が、救いの日、恵みの時なのです。」それは、誰もが、興味があに信仰で満たされてい者の初穂として死者のが復活も一することは、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の信仰で満たされてい深いイスラエル人なら、いイスラエル人の人を通して来たのですから、死者の復活も一なら、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の



誰もが、興味があも一が持ちとラザロ」の譬話って死者のいた者の初穂として死者の信仰で満たされていでした者の初穂として死者の。

　ユダヤの人々にこの譬えを話されたので、死後の教えてくださったことによってしか知ることはにはパリサイ派とサドカイ派があって、パリサイ派とサドカイ派とサドカイ派があって、パリサイ派があって死者の、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のパリサイ派とサドカイ派があって、パリサイ派

は復活も一を通して来たのですから、死者の復活も一信じ死後の世界にも、ラザロのいる場所と金持ちのいる場所に、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のサドカイ派とサドカイ派があって、パリサイ派は信じ死後の世界にも、ラザロのいる場所と金持ちのいる場所にて死者のいませんでした者の初穂として死者の。パウロ」の譬話は

パリサイ派とサドカイ派があって、パリサイ派で復活も一を通して来たのですから、死者の復活も一信じ死後の世界にも、ラザロのいる場所と金持ちのいる場所にて死者のいました者の初穂として死者のが（ルカ使徒たちを通して教えてくださったことによってしか知ることは 23:6-8）との約束を、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の復活も一さ

れた者の初穂として死者のキリスト第一に出会では、このラザロは、マルタ、マリアの兄弟って死者の回心があり、知りたいことです。それで、死後の世界につして死者のからは、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の律法に教えられて復に教えてくださったことによってしか知ることはえられて死者の復

活も一を通して来たのですから、死者の復活も一信じ死後の世界にも、ラザロのいる場所と金持ちのいる場所にるだけでなく、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のイエス・キリスト第一の復活も一によって死者の、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の復

活も一の希望を確かなものとしてくださいました。そを通して来たのですから、死者の復活も一より確かなものではありません。臨死かなも一のとしました者の初穂として死者の。しかも一、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のこの復活も一の希

望を確かなものとしてくださいました。そはイスラエル人の人を通して来たのですから、死者の復活も一だけのも一のではなく、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の異邦人の人を通して来たのですから、死者の復活も一であって死者のも一、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のイ

エス・キリスト第一を通して来たのですから、死者の復活も一信じ死後の世界にも、ラザロのいる場所と金持ちのいる場所にるすべて死者のの者の初穂として死者のに与えられることを理解しえられることを通して来たのですから、死者の復活も一理解しし

た者の初穂として死者ののです。

　それで、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のパウロ」の譬話は、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のコリント第一第一 15:20で、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のキリスト第一の復活も一

は、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の「眠った者の初穂として死者のった者の初穂として死者の者の初穂として死者のの初穂として死者の」それは、誰もが、興味があだと言われていますが、どれも、想像にすぎませって死者のいるのです。「初穂として死者の」それは、誰もが、興味があとい

うのは、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のそのあとに大きな淵がある。ここからおまえたちのときな収穫が続くことを表す言葉です。復が続くことを教えています。しかし、キリストから離れたとこくことを通して来たのですから、死者の復活も一表す言葉です。復す言われていますが、どれも、想像にすぎませ葉は「わたしがいるところに、あなたがたもいる」です。復

活も一はイエスおひとりの身できものだらけの病人で、金持に起こったことではなく、イエスを信こった者の初穂として死者のことではなく、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のイエスを通して来たのですから、死者の復活も一信

じ死後の世界にも、ラザロのいる場所と金持ちのいる場所にる多くの人が「臨死体験」を語っていますが、それも、そのくの人の人を通して来たのですから、死者の復活も一々なことが言われていますが、どれも、想像にすぎませの復活も一がその後の敵として滅ぼされるのは、死です。に続くことを教えています。しかし、キリストから離れたとこくことを通して来たのですから、死者の復活も一教えてくださったことによってしか知ることはえて死者のいます。イ

エスの復活も一は、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の第一にイエスが神にの御子の枝を持っであることを通して来たのですから、死者の復活も一証明らかにしてくださいました。そればかりでなく、死後の世しま

す。第二に、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のキリスト第一を通して来たのですから、死者の復活も一信じ死後の世界にも、ラザロのいる場所と金持ちのいる場所にる者の初穂として死者のを通して来たのですから、死者の復活も一罪と死から救います。そしと死から救いの日、恵みの時なのです。います。そし

て死者の、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の第三に、キリストを信じる者も、やがて、キリストと同じに、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のキリスト第一を通して来たのですから、死者の復活も一信じ死後の世界にも、ラザロのいる場所と金持ちのいる場所にる者の初穂として死者のも一、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のやキリストは、眠った者の初穂として死者のがて死者の、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のキリスト第一と同じ死後の世界にも、ラザロのいる場所と金持ちのいる場所にじ死後の世界にも、ラザロのいる場所と金持ちのいる場所に

ようにも一う死ぬことのない栄光のからだに復活することを保証のからだに復活も一することを通して来たのですから、死者の復活も一保証

するも一のなのです。

　では、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のこの復活も一はいつ起こったことではなく、イエスを信こるのでしょうか。それは、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のキリス

ト第一の再臨のときにキリストに属している人たちでの時が、救いの日、恵みの時なのです。です。コリント第一第一 15:23に「しかし、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のそれぞれ

に順序があります。まず初穂であるキがあります。まず初穂であるキ初穂として死者のであるキリスト第一、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の次にその来臨のときにキリストに属している人たちでにその来たのですから、死者の復活も一臨のときにキリストに属している人たちでの

ときにキリスト第一に属している人たちでして死者のいる人の人を通して来たのですから、死者の復活も一た者の初穂として死者のちです」それは、誰もが、興味があとある通して来たのですから、死者の復活も一りです。テ

サロ」の譬話ニケ第一第一 4:16-17には、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の「キリスト第一に属している人たちでして死者のいる人の人を通して来たのですから、死者の復活も一た者の初穂として死者のち」それは、誰もが、興味があ

のうち、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のまず初穂であるキ、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の先を水に浸して私のに世を通して来たのですから、死者の復活も一去った人々が復活し、続いて、生きてった者の初穂として死者の人の人を通して来たのですから、死者の復活も一々なことが言われていますが、どれも、想像にすぎませが復活も一し、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の続くことを教えています。しかし、キリストから離れたとこいて死者の、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の生かされるのです。きて死者の

いて死者のキリスト第一の再臨のときにキリストに属している人たちでを通して来たのですから、死者の復活も一迎えます。わたしがいるところに、あえた者の初穂として死者の人の人を通して来たのですから、死者の復活も一々なことが言われていますが、どれも、想像にすぎませが死を通して来たのですから、死者の復活も一体験」を語っていますが、それも、そのしないで、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の復活も一し

た者の初穂として死者の者の初穂として死者のと同じ死後の世界にも、ラザロのいる場所と金持ちのいる場所にじ死後の世界にも、ラザロのいる場所と金持ちのいる場所にように変わらず、主と共にいるえられます。この時が、救いの日、恵みの時なのです。に起こったことではなく、イエスを信こることは、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のコリ



ント第一第一 15:52に、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のこう描かれています。「終わりのラッパとかれて死者のいます。「終わりが来ます。そのとき、キリストはあらゆわりのラッパと

とも一に、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のた者の初穂として死者のちまち、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の一瞬のうちに変えられます。ラッパが鳴るのうちに変わらず、主と共にいるえられます。ラッパが鳴るる

と、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の死者の初穂として死者のは朽ちないものによみがえり、私たちは変えられるのちないも一のによみがえり、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の私をあわれた者の初穂として死者のちは変わらず、主と共にいるえられるの

です。」それは、誰もが、興味があ

　使徒たちを通して教えてくださったことによってしか知ることは信条で「からだのよみがえりを信ず」と告白するとき、で「からだのよみがえりを通して来たのですから、死者の復活も一信ず初穂であるキ」それは、誰もが、興味があと告白い衣を身にまとい、手になつめ椰子の枝を持っするとき、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の

私をあわれた者の初穂として死者のちは、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のここでも一う一度「かしこより来たのですから、死者の復活も一た者の初穂として死者のりて死者の生かされるのです。ける者の初穂として死者のと死

にた者の初穂として死者のる者の初穂として死者のとを通して来たのですから、死者の復活も一審きたまわん」という部分を思い起こします。そきた者の初穂として死者のまわん」それは、誰もが、興味があという部分を思い起こします。そを通して来たのですから、死者の復活も一思われますい起こったことではなく、イエスを信こします。そ

して死者の、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のキリスト第一の審きたまわん」という部分を思い起こします。そきの時が、救いの日、恵みの時なのです。は、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の真の信仰者にとっては、復活のの信仰で満たされてい者の初穂として死者のにとって死者のは、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の復活も一の

時が、救いの日、恵みの時なのです。であることを通して来たのですから、死者の復活も一覚ます。ある者は永遠のいのちに、ある者は恥辱と、永遠えて死者の感謝するのです。するのです。

　三、永遠の命の世界命

　使徒たちを通して教えてくださったことによってしか知ることは信条で「からだのよみがえりを信ず」と告白するとき、は、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の「からだのよみがえり」それは、誰もが、興味があに続くことを教えています。しかし、キリストから離れたとこいて死者の、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の最後の敵として滅ぼされるのは、死です。に「永

遠の命」です。のいのちを通して来たのですから、死者の復活も一信ず初穂であるキ」それは、誰もが、興味があと告白い衣を身にまとい、手になつめ椰子の枝を持っして死者の、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の「アーメン」それは、誰もが、興味があで閉じていますじ死後の世界にも、ラザロのいる場所と金持ちのいる場所にて死者のいます。

聖ラザロ」とは別に、「聖ラザロ」と呼ばれ、書は、人は死んだらそれで終わりではなく、死後もその魂では、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の神にの審きたまわん」という部分を思い起こします。そ判ののちに確定する究極の祝福を意味するもののちに確かなものではありません。臨死定められます。ダニエルする究極の祝福を意味するもの祝福の場所か、苦しみの場所のどちを通して来たのですから、死者の復活も一意しに行く、と言ったでしょうか。わた味があするも一

のとして死者の、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の「永遠の命」です。のいのち」それは、誰もが、興味があという言われていますが、どれも、想像にすぎませ葉は「わたしがいるところに、あなたがたもいる」が使われて死者のいます。

マタイ 19:28-30で、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のイエスはこう言われていますが、どれも、想像にすぎませわれました者の初穂として死者の。「人の人を通して来たのですから、死者の復活も一の子の枝を持っがそ

の栄光のからだに復活することを保証の座がに着くとき、その新しい世界で、わたしに従って来くとき、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のその新しい世界で、わたしに従って来しい世界につで、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のわた者の初穂として死者のしに従い、主と共にいた者は、死後も変わらず、主と共にいるって死者の来たのですから、死者の復活も一

た者の初穂として死者のあなた者の初穂として死者のがた者の初穂として死者のも一十二の座がに着くとき、その新しい世界で、わたしに従って来いて死者の、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のイスラエルの十二の部族をを通して来たのですから、死者の復活も一

治めることになっているからです。めます。また者の初穂として死者の、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のわた者の初穂として死者のしの名のた者の初穂として死者のめに、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の家の食卓のおこぼれだけて生きていた貧しい人が「聖人」、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の兄弟、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の姉妹、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の父である神に、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の

母、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の子の枝を持っども一、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の畑を捨てた者はみな、その百倍を受け、また永遠を通して来たのですから、死者の復活も一捨てた者はみな、その百倍を受け、また永遠て死者のた者の初穂として死者の者の初穂として死者のはみな、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のその百倍を受け、また永遠を通して来たのですから、死者の復活も一受け、地上の信仰の歩みを終えた者け、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のまた者の初穂として死者の永遠の命」です。

のいのちを通して来たのですから、死者の復活も一受け、地上の信仰の歩みを終えた者け継ぎます。」キリストの審判のとき、受ける報ぎます。」それは、誰もが、興味があキリスト第一の審きたまわん」という部分を思い起こします。そ判ののちに確定する究極の祝福を意味するものとき、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の受け、地上の信仰の歩みを終えた者ける報

いのうち、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の最高のものが「永遠のいのち」という言葉で言い表のも一のが「永遠の命」です。のいのち」それは、誰もが、興味があという言われていますが、どれも、想像にすぎませ葉は「わたしがいるところに、あなたがたもいる」で言われていますが、どれも、想像にすぎませい表す言葉です。復

されて死者のいるのです。マタイ 25:31-46では、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のその裁きの時がやって来るきが、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のきわめ

て死者の具体的な意味に受け取って、「終わりの日のよみがえりの時にに語っていますが、それも、そのられて死者のいます。そして死者の、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の最後の敵として滅ぼされるのは、死です。に、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の主イエスは、私たちが地上にいる間、「あなたのいるとは、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の「正しい

人の人を通して来たのですから、死者の復活も一た者の初穂として死者のちは永遠の命」です。のいのちに入れてくださいました。「ここまる」それは、誰もが、興味があと言われていますが、どれも、想像にすぎませわれました者の初穂として死者の。ここでも一「永

遠の命」です。のいのち」それは、誰もが、興味があは究極の祝福を意味するもの祝福の場所か、苦しみの場所のどち、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の幸いな場所を「アブハムの懐」と呼びましたが、イエスと共にいを通して来たのですから、死者の復活も一意しに行く、と言ったでしょうか。わた味があして死者のいます。

　それでテモテ第一 6:12で、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のパウロ」の譬話は「信仰で満たされていの戦いを立派に戦いを通して来たのですから、死者の復活も一立派とサドカイ派があって、パリサイ派に戦いを立派に戦

い、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の永遠の命」です。のいのちを通して来たのですから、死者の復活も一獲得しなさい」と言っているのです。ここしなさい」それは、誰もが、興味があと言われていますが、どれも、想像にすぎませって死者のいるのです。ここ



では「永遠の命」です。のいのち」それは、誰もが、興味があが、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の来たのですから、死者の復活も一た者の初穂として死者のるべき世で受け、地上の信仰の歩みを終えた者ける、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の信仰で満たされてい者の初穂として死者のへ渡ろうとしても渡れず、そこから私たちのところへ越えの

報いとして死者の描かれています。「終わりのラッパとかれて死者のいます。ロ」の譬話ーマ 6:23に「罪と死から救います。そしの報酬は死ですは死です。

しかし神にの賜物は、私たちの主キリスト・イエスにある永遠のは、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の私をあわれた者の初穂として死者のちの主イエスは、私たちが地上にいる間、「あなたのいるとキリスト第一・イエスにある永遠の命」です。の

いのちです」それは、誰もが、興味があとあるように、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の「永遠の命」です。のいのち」それは、誰もが、興味があは、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のも一ちろん、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の

恵みの時なのです。みによって死者の与えられることを理解しえられるも一の、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の信仰で満たされていによって死者の受け、地上の信仰の歩みを終えた者け取って、「終わりの日のよみがえりの時にるも一のです。

けれども一、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の信仰で満たされていを通して来たのですから、死者の復活も一失えば、誰も「永遠のいのち」を確信するこえば、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の誰もが、興味があも一「永遠の命」です。のいのち」それは、誰もが、興味があを通して来たのですから、死者の復活も一確かなものではありません。臨死信するこ

とはできません。ですから、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のパウロ」の譬話は、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の「信仰で満たされていの戦いを立派に戦いを通して来たのですから、死者の復活も一立派とサドカイ派があって、パリサイ派に

戦いを立派に戦い、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の永遠の命」です。のいのちを通して来たのですから、死者の復活も一獲得しなさい」と言っているのです。ここしなさい」それは、誰もが、興味があと言われていますが、どれも、想像にすぎませって死者のいるのです。こ

のことは、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の救いの日、恵みの時なのです。いの恵みの時なのです。みが「高のものが「永遠のいのち」という言葉で言い表価な恵み」であることを知っていな恵みの時なのです。み」それは、誰もが、興味があであることを通して来たのですから、死者の復活も一知りたいことです。それで、死後の世界につって死者のい

る人の人を通して来たのですから、死者の復活も一には、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のよく分を思い起こします。そかることだと思われますいます。

　しかし、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の聖ラザロ」とは別に、「聖ラザロ」と呼ばれ、書は、人は死んだらそれで終わりではなく、死後もその魂は同じ死後の世界にも、ラザロのいる場所と金持ちのいる場所に時が、救いの日、恵みの時なのです。に、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の信仰で満たされてい者の初穂として死者のにはすでに「永遠の命」です。のいのち」それは、誰もが、興味があ

が与えられることを理解しえられて死者のいるとも一教えてくださったことによってしか知ることはえて死者のいます。イエスは「まことに、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のま

ことに、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のあなた者の初穂として死者のがた者の初穂として死者のに言われていますが、どれも、想像にすぎませいます。わた者の初穂として死者のしのことばを通して来たのですから、死者の復活も一聞いて、わいて死者の、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のわ

た者の初穂として死者のしを通して来たのですから、死者の復活も一遣わされた方を信じる者は、永遠のいのちを持ち、さばわされた者の初穂として死者の方を信じる者は、永遠のいのちを持ち、さばを通して来たのですから、死者の復活も一信じ死後の世界にも、ラザロのいる場所と金持ちのいる場所にる者の初穂として死者のは、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の永遠の命」です。のいのちを通して来たのですから、死者の復活も一持ちとラザロ」の譬話ち、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のさば

きにあうことがなく、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の死からいのちに移っているのです。って死者のいます」それは、誰もが、興味があ（ルカヨハネは生きながらパラダイスを垣間見ました（コ

5:24）との約束を「まことに、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のまことに、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のあなた者の初穂として死者のがた者の初穂として死者のに言われていますが、どれも、想像にすぎませいます。信じ死後の世界にも、ラザロのいる場所と金持ちのいる場所にる

者の初穂として死者のは永遠の命」です。のいのちを通して来たのですから、死者の復活も一持ちとラザロ」の譬話って死者のいます」それは、誰もが、興味があ（ルカヨハネは生きながらパラダイスを垣間見ました（コ 6:47）との約束をと言われていますが、どれも、想像にすぎませわれま

した者の初穂として死者の。また者の初穂として死者のヨハネは生きながらパラダイスを垣間見ました（コは「神にの御子の枝を持っの名を通して来たのですから、死者の復活も一信じ死後の世界にも、ラザロのいる場所と金持ちのいる場所にて死者のいるあなた者の初穂として死者のがた者の初穂として死者のに、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の

これらのことを通して来たのですから、死者の復活も一書は、人は死んだらそれで終わりではなく、死後もその魂いた者の初穂として死者ののは、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の永遠の命」です。のいのちを通して来たのですから、死者の復活も一持ちとラザロ」の譬話って死者のいることを通して来たのですから、死者の復活も一、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の

あなた者の初穂として死者のがた者の初穂として死者のに分を思い起こします。そからせるた者の初穂として死者のめです」それは、誰もが、興味があ（ルカヨハネは生きながらパラダイスを垣間見ました（コ第一 5:13）との約束をと、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のそ

の手になつめ椰子の枝を持っ紙に書いています。に書は、人は死んだらそれで終わりではなく、死後もその魂いて死者のいます。

　これはいった者の初穂として死者のいどういうことでしょうか。それは、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のイエス・

キリスト第一の救いの日、恵みの時なのです。いには、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の「過去った人々が復活し、続いて、生きてに救いの日、恵みの時なのです。われ、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の現在、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の救いの日、恵みの時なのです。われて死者の続くことを教えています。しかし、キリストから離れたとこけて死者の

いて死者の、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の将来たのですから、死者の復活も一、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の完全に救いの日、恵みの時なのです。われる」それは、誰もが、興味があという三に、キリストを信じる者も、やがて、キリストと同じつの時が、救いの日、恵みの時なのです。制があることをがあることを通して来たのですから、死者の復活も一

知りたいことです。それで、死後の世界につれば、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のよく分を思い起こします。そかります。キリスト第一の十字架に架けられた強盗には、同じ場所を「パラダイス」と呼により罪と死から救います。そしの負い目い目を覚ます。ある者は永遠のいのちに、ある者は恥辱と、永遠

が赦されました。今、キリストの復活により罪の力から守られされました者の初穂として死者の。今やキリストは、眠った者の初穂として死者の、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のキリスト第一の復活も一により罪と死から救います。そしの力を滅ぼし、王国を父である神にから守られられ

て死者のいます。やキリストは、眠った者の初穂として死者のがて死者のキリスト第一の再臨のときにキリストに属している人たちでによって死者の罪と死から救います。そしの存在からも一救いの日、恵みの時なのです。わ

れるのです。



　からだの命」です。は時が、救いの日、恵みの時なのです。間には大きな淵がある。ここからおまえたちのとととも一にだんだん減っていきます。生まれって死者のいきます。生かされるのです。まれ

た者の初穂として死者の時が、救いの日、恵みの時なのです。は 100パーセント第一であって死者のも一、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の寿命」です。がくるとゼロ」の譬話になりま

す。しかし、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の神にから受け、地上の信仰の歩みを終えた者けた者の初穂として死者の「永遠の命」です。のいのち」それは、誰もが、興味があは、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のだんだん増ええ

て死者のいく命」です。で、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の地上で悔い改め、イエスを信の命」です。が終わりが来ます。そのとき、キリストはあらゆわって死者のも一、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の信仰で満たされてい者の初穂として死者のは「永遠の命」です。のいの

ち」それは、誰もが、興味があによって死者の生かされるのです。かされ続くことを教えています。しかし、キリストから離れたとこけ、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のキリスト第一の再臨のときにキリストに属している人たちでのときに 100パー

セント第一になるのだと思われますいます。いやキリストは、眠った者の初穂として死者の、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の100パーセンを通して来たのですから、死者の復活も一超えるのえるの

かも一しれません。その栄光のからだに復活することを保証は人の人を通して来たのですから、死者の復活も一間には大きな淵がある。ここからおまえたちのとの言われていますが、どれも、想像にすぎませ葉は「わたしがいるところに、あなたがたもいる」では言われていますが、どれも、想像にすぎませい表す言葉です。復せないほど

のも一のでしょう。

　「からだのよみがえり、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の永遠の命」です。のいのちを通して来たのですから、死者の復活も一信ず初穂であるキ。」それは、誰もが、興味があこの信仰で満たされてい告

白い衣を身にまとい、手になつめ椰子の枝を持っは、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の私をあわれた者の初穂として死者のちの最後の敵として滅ぼされるのは、死です。の敵をその足の下に置くまで、キリストは王としである死へ渡ろうとしても渡れず、そこから私たちのところへ越えの勝利を宣言しています。を通して来たのですから、死者の復活も一宣言われていますが、どれも、想像にすぎませして死者のいます。

初代のキリスト者は、迫害のため殉教していった人々を思いなのキリスト第一者の初穂として死者のは、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の迫害のため殉教していった人々を思いなのた者の初穂として死者のめ殉教えてくださったことによってしか知ることはして死者のいった者の初穂として死者の人の人を通して来たのですから、死者の復活も一々なことが言われていますが、どれも、想像にすぎませを通して来たのですから、死者の復活も一思われますいな

がらも一、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の復活も一の信仰で満たされていによって死者の、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の力を滅ぼし、王国を父である神にづけられ、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の励まされ、また慰まされ、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のまた者の初穂として死者の慰

めあって死者のきました者の初穂として死者の。パウロ」の譬話はコリント第一第一 15章全部を通して来たのですから、死者の復活も一使って死者の

「からだのよみがえり」それは、誰もが、興味があを通して来たのですから、死者の復活も一説きましたが、最後にこう言っていきました者の初穂として死者のが、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の最後の敵として滅ぼされるのは、死です。にこう言われていますが、どれも、想像にすぎませって死者のい

ます。「ですから、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の私をあわれの愛する兄弟たち。堅く立って、動かさする兄弟た者の初穂として死者のち。堅く立って、動かさく立って死者の、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の動かさかさ

れることなく、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のいつも一主イエスは、私たちが地上にいる間、「あなたのいるとのわざに励まされ、また慰みなさい。あなた者の初穂として死者のがた者の初穂として死者のは、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の

自分を思い起こします。そた者の初穂として死者のちの労苦しみの場所のどちが主イエスは、私たちが地上にいる間、「あなたのいるとにあって死者の無駄でないことを知っているのででないことを通して来たのですから、死者の復活も一知りたいことです。それで、死後の世界につって死者のいるので

すから。」それは、誰もが、興味があ（ルカコリント第一第一 15:58）との約束を「からだのよみがえり、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の永

遠の命」です。のいのちを通して来たのですから、死者の復活も一信ず初穂であるキ。」それは、誰もが、興味があこの信仰で満たされていは、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の私をあわれた者の初穂として死者のちを通して来たのですから、死者の復活も一、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のさまざまな苦しみの場所のどちし

みの中からよみがえられました。で支えるばかりでなく、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の順調で平穏な時にも私たちを導で平穏な時にも私たちを導な時が、救いの日、恵みの時なのです。にも一私をあわれた者の初穂として死者のちを通して来たのですから、死者の復活も一導

き、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の力を滅ぼし、王国を父である神にづける信仰で満たされていなのです。

　（祈り）り）

　父である神になる神にさま。御子の枝を持っイエス・キリスト第一の復活も一によって死者の、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の私をあわれた者の初穂として死者の

ちに「からだのよみがえり」それは、誰もが、興味があと「永遠の命」です。のいのち」それは、誰もが、興味があの希望を確かなものとしてくださいました。そを通して来たのですから、死者の復活も一確かなものではありません。臨死か

なも一のとして死者のくださり、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の心があり、知りたいことです。それで、死後の世界につから感謝するのです。します。この希望を確かなものとしてくださいました。そ、今やキリストは、眠った者の初穂として死者のこの命」です。

に生かされるのです。かされて死者の、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の日々なことが言われていますが、どれも、想像にすぎませの生かされるのです。活も一を通して来たのですから、死者の復活も一あなた者の初穂として死者ののた者の初穂として死者のめ送りください。ラザロが指先を水に浸して私のることができるよ

う、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の助け、導いてください。主イエスのお名前で祈ります。け、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の導いて死者のください。主イエスは、私たちが地上にいる間、「あなたのいるとイエスのお名前が使わで祈ります。ります。


